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【表紙写真】
令和３年12月10日(金)～11日(土)にかけて、米国の南部や

中西部の各州で複数の竜巻が発生し、建物が倒壊するな

ど過去最悪とも言われる大きな被害が出ました。

当時としては記録的な暖かさだった所に強い寒気が南下

し、大きな温度差によって形成された活発な前線に沿う

ように積乱雲が急発達したために、竜巻が多発し、竜巻

の強さを示すEFスケール(改良藤田スケール)で、６段階

のうち強い方から２番目に当たるEF4に達し、瞬間的には

80m/s前後の突風が吹いたとみられています。

写真は、ケンタッキー州メイフィールドの被災状況
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1.17のつどい─阪神・淡路大震災27年追悼式典─／地域防災への決意を新たに─各地の消防

出初式─／文化財防火デーにおける消防演習／インドネシア・ジャワ島スメル山噴火／アメリカ

６州で竜巻被害／フィリピンに上陸した台風22号「ライ」被害／トンガ沖火山噴火・津波被害
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